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平成３０年１０月１９日 

牛伏川階段工完成百周年記念シンポジウム 

   重要文化財として評価された牛伏川本流水路（牛伏川階段工） 

松本市文化財審議委員 後藤 芳孝 

はじめに 

  牛伏川階段工が大正７年（１９１８）に完成をみてからちょうど１００年、平成２４

年に国の重要文化財に指定されてから６年の年月が経ちました。今回の記念行事にかか

わって、地元の文化財に関わる仕事をしている関係で話をするようにという依頼があり

ました。私は土木・建築を専門とする者ではありませんので、専門的な議論はこのあと

の事例発表やシンポジウムの場での専門家の皆さんの発表や議論に譲り、地元民の立場

で、先人の研究や調査の業績をお借りして話をします。 

 

１ 沿岸住民の洪水との闘い 

（１）川の名称 

    現在「牛伏川」と呼ばれている川は、前鉢伏山、横峯の西面を水源にし、延長９キ

ロの一級河川です。下って田川に合流し、奈良井川・犀川・千曲川と流れて最後は信

濃川となって日本海へ流れ込んでいきます。松本平・善光寺平・十日町盆地・新潟平

野を潤し、反面暴れても流れました。 

川の名称を、発行されている地図から追ってみます（参照『近代松本地図集成』（書

肆秋桜舎発行 ２０１３ 『松本市１００年地図帖』しなの木書房発行 ２００７）。 

明治３４年の「松本平明細地図」（藤田千賀門著作発行）には「牛伏川」 

明治４４年発行の「二万五千分一地形図 松本近傍八号 仮製版」（には「牛伏

川」（ルビ ウシフシ） 

大正１５年発行の「松本市全図」（川越印刷所印刷）では「牛伏川」 

昭和２年発行の「松本市全図」(松本書籍商組合著作発行)では「牛伏寺川」 

昭和６年発行の「松本市全図」（松本市都市計画課著作）では「牛伏寺川」 

昭和１５年発行の「松本市全図」（松本市役所著作）では「牛伏川」 

昭和２８年発行の「松本市全図」（鶴林堂書店発行）では「牛伏川」 

昭和３６年発行の「一万分の一地形図 松本南部」（国土地理院）では「牛伏寺

川」 

昭和５１年発行の「五万分一 松本」（国土地理院）では「牛伏寺川」 

平成１４年発行の「五万分一 松本」（国土地理院）では「牛伏川」 

平成２２年発行の「都市地図 松本市」（昭文社発行）では「牛伏寺川」 

 

一級河川でありながら、名前が二転三転しています。 

平成にはいってからはもっぱら「うしぶせがわ」「ごふくがわ」という呼び方が多用

されているといいます。しかし地元の人々は「牛伏寺川（ごふくじがわ）」と呼びなら

わしてきています。古刹牛伏寺に由来する名称です。人々は主にこの川が形成した扇
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状地上で左岸に集落を構え、生活を営んできました。 

 

           （国土地理院 地形図５万 松本・和田・諏訪・塩尻の一部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）頻発する牛伏川の洪水 ─他の文化財活用による解明 

    記録が残る江戸時代には河川の洪水が度々あり、松本城下でも女鳥羽川・薄川と
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いった城下内外を流れる河川の洪水被害が記録されています。牛伏川の流域に旗本

諏訪氏の陣屋があり、そこの代官を勤めていた近藤家に伝わる文書の解読が進んで、

洪水の実態がより明らかになってきています。これは古文書という文化財を活用し

て、洪水の実態を解明したわけで、文化財の相互関連を活かした効果です。それに

より概要を記します（参照『牛伏川河川改修工事沿革史』 牛伏川河川改修工事沿

革史編纂委員会 発行：牛伏川をきれいにする会 平成２６年）。 

和暦 西暦  洪水の概要 

元禄３ 

 

 

１６９０ 

 

 

白姫一の刎で切れ、白姫・白川・上瀬黒・竹渕の４ヵ村

被害。村民過半数が離散。白姫の家屋５３棟ことごとく

流失。 

宝永２ 

 

１７０５ 

 

白姫二の刎で切れ、白姫全域・上瀬黒・下瀬黒の田地被

害。 

享保６ １７２１ 白姫大沢土手切れる。田地・家屋流失。 

享保１２ １７２７ ７月、下瀬黒樋口下で切れる。下瀬黒・竹渕・平田まで

押し流し。下瀬黒ほとんど人家流失、離村者多い。 

享保１６ １７３１ 大満水。切れ口都合６００間 

寛延３ １７５０ ６月、下瀬黒下川原で切れる。下瀬黒・竹渕の田地流失。

切れ口下は長く復旧しないで原野となる。 

宝暦１３ １７５３ １０月、白川上河原で切れる。白川・百瀬・小池を流れ、

田川を越えて平田・野溝・小島へ流れ込む。白川の良田

は荒野化。 

安永７ １７７８ ８月、満水。砂押。 

天明元 １７８１ 白姫・上瀬黒・竹渕の田地被害。人家６０戸流失。人畜

死傷。 

天明２ １７８２ 満水。水押。 

天明３ １７８３ 満水。水押。 

文政８ １８２５ ８月大雨。大洪水。塩沢川も大洪水。 

文政９ １８２６ 白川一ノ刎で切れる。百瀬から田川に流入。田畑流失。 

天保５ １８３４ ５月、大雨。所々の川除筋大破。６月、出水に諸木伐採

して対応。 

天保７ １８３６ ５月、満水。所々へ砂・石押し出す。 

天保１３ １８４２ ５月、下瀬黒境で切れる。上・下瀬黒流失。 

弘化元 １８４４ １０月、上瀬黒鯉沢で切れる。上・下瀬黒・竹渕の田畑・

人家流失。人家１０余戸破壊。田川へ流入。 

嘉永２ １８４９ ５月、白川上河原川除土手１１１間破損。 

嘉永３ １８５０ ８月、白川上河原満水。 

安政４ １８５７ ４月、大雨、満水。土手崩れ。 

万延元 １８６０ ４月、強雨、洪水。竹渕で流失、白川・百瀬で水つき。 
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文久４ １８６４ 下瀬黒で切れる。堤防５３７間破損。 

慶応元 １８６５ 閏５月、満水。下瀬黒で堤防破損。 

慶応４ １８６８ ５月、上瀬黒で堤防破損。下瀬黒・並柳へ流入。 

明治１４ １８８１ 竹渕井苅で決壊。田流失。 

明治１７ １８８４ ７月、上瀬黒矢沢で決壊。田流失。 

明治１８ １８８５ ６月、上瀬黒矢沢で堤防破損。田畑流失。 

８月、白姫徳松屋敷で切れ、人家２戸と田流失。 

明治２９ １８９６ ４月、下瀬黒樋口で切れる。上下瀬黒・竹渕で田流失 

７月、片丘村六道で決壊。小池・白川・百瀬の田畑流失。

村井・野溝・平田を荒らす。白姫山の神、上瀬黒鯉沢で

切れ、竹渕一帯を押す。田川の水が滞留し溢れて平田・

小島の人家・田畑を流失。白姫・上瀬黒の半分の人家浸

水。 

１０月、上瀬黒大口で切れ、下瀬黒・竹渕の多くが浸水、

流失多数。 

    

この記録をみると、後期に洪水が頻発しています。特に幕末の頻発度には驚かされ

ます。初期と後期では古文書類の残り具合の違いもあることを勘案すると、中期や

初期にももっと洪水があったのではないだろうかと推察されます。 

    牛伏川の荒れ具合の激しさと、それと戦ってきた人々の営々とした努力がそこに

あったことをみることができます。 

    明治２９年１０月の洪水は、現在に近いこともあって、その様子が生々しく描写

されています。 

    「今回の水量は実に稀なる多量にして、白姫及上瀬黒の西半の人家は皆水に浸さ

れ、瞬間にして拾余戸を破壊し、少しも其形跡を止めざるの惨状にして高きは一

丈の小山を残し、深さは二丈余の深谷を遺留し、恰も谿流に望むが如き有様とな

り、竹渕区七十戸の三分の二は水中に浮ぶ如く当に錦を為して黄金に化せんとせ

し戸々の蚕児は、家屋の破壊と共に、砂礫を混ぜし水に浮沈し、或は幸に家屋の

破壊を免るるも、桑園已に砂礫に変し、満目の光景全く一変亦青葉の蒼々たるを

見ず。無残にも涙を飲み愛児に比すべき蚕児の飢餓を見るに忍びす、遂に進んで

之れを水中に投するに至れり。（中略）祖先伝来の田畑は累々たる小丘となり、或

は、数丈の深き欠穴と化し、凄焉惨憺たる光景、見る者をして悚然目を蔽はしむ。

（中略）此際の荒廃田畝寿村に於て三百五拾余町歩、芳川、松本の二村を合して

三百五拾余町歩、人家の破壊流亡するもの拾数戸」（『牛伏川砂防工事沿革史』そ

の１ 昭和８年） 

 

    牛伏川が切れ、西にあふれた水が、寿村（現松本市寿）一帯を覆い、当時の重要

な生業であった養蚕をダメにし、水はさらに田川をのっこして芳川村や松本村（松
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本市の南にあった村）へ流れ込み、多くの田畑を水没させたことが記されています。 

 

                             江戸時代の牛牛伏川の 

                             洪水の様子 

                              年次は不詳 

                              図中の中央の川が牛伏 

     川、白い所が氾濫部分 

                             （近藤家文書 松本城管

理事務所蔵） 

 

 

 

 

 （３）洪水に対応する人々の営み 

    頻発する牛伏川の洪水に対し、人々も手をこまねいていたわけではありません。

その時々に対応してきたわけですが、ここでは安政２年（１８５５）と慶応４年（１

８６８）の様子を紹介します（『牛伏川河川改修工事沿革史』）。 

    安政２年２月、百瀬陣屋の近藤代官は下役２名を伴って、川筋の見分を行いまし

た。あらかじめ村役人が提出した普請願いをもとに見分が行われました。その結果

修理箇所と規模が決まりました。その内容は、土手の繕いや整備、土手を高くする

ための土盛り、土手の杭打ち、汐の浚い、流れを変え勢いを弱めるための「牛枠」

入れなどでした。この費用は陣屋持ちで、必要な用材は御林から切り出させました

た。２月末から材木が切り出され３月上旬には普請が終わっています。秋にも同様

に見分から始まって、川除普請が行われました。 

    慶応４年５月、雨が降り続き、牛伏川が決壊しました。切れ口へ村民が駆け付け

ましたが、手のほどこしようがありませんでした。各村からは牛枠用の用材の切り

出しや下げ渡しの願いが出され、２６本、４２６本、４７本、１００本と次々に切

り出されました。とにかく切れ口を留めることが求められ、枠木を組んで、これを

留めました。雨が続いたために、破堤から２４日かかっています。天候が回復する

と、陣屋は村の名主に対し定めの人数をつれて、大崩れ箇所の修復をおこなうよう

に段取りをし、作業にかかりました。枠木を埋め込んでそこに掘り上げた土砂をい

れていきました。この時は３日で延べ２７５人の農民が動員されました。これは百

瀬陣屋が治める村々の家数２４８軒から一人が出ていた勘定になります。自分の生

活の場を守るためとはいいながら、農民たちにとっては大きな負担だったと思われ

ます。 

    このように、洪水の当日や事後の対応、さらには春・秋の定期的な普請を人々は

行ってきていたのです。 
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 （４）なぜこれほどまでに洪水が頻発したのか 

    この理由を、『牛伏川河川改修工事沿革史』は、次のように考察しています。 

     自然的理由として、地質が中粒石英閃緑岩でできていて風化が進みやすい岩質

であったこと、人為的な面もあるかもしれないが度重なる野火による山火事が

あったこと 

     人為的理由として、農業を営むために刈敷を必要とし、その供給源になってい

たこと、城下町建設の用材として材木が切り出されたこと 

    これらのことにより、牛伏川の後背地がはげ山となっていった。 

    天明３年（１７８３）に菅江真澄が牛伏寺へ参詣したおりの紀行文「委寧能中路

（伊那の中道）」に次のように記しています。 

 

     荒河を渡り金峯山にのほる。前に水すますつねになかるゝは、山たかう岸くつ

れゆけは、河水、すめらんことあたはしとなん。 

 

    荒河というのは牛伏川のこと、金峯山は牛伏寺のこと。牛伏川の水がつねに濁っ

て流れている、高い山で岸が崩れているから河の水が澄むことができないという、

とあって、天明３年の段階で、牛伏川の水が常に濁っているほど山が荒れていた

ことを伝えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     （『牛伏川砂防工事沿革史』その１より） 

 

２ 文化財としての土木工事 

 （１）牛伏川の砂防工事 

    明治に入っての工事の様子をまとめると、 

      明治１８年 内務省直轄により砂防工事が始められる 

     明治２０年 中断 

     明治２１年 再開 

     明治２２年 完成 

     明治２３年 県知事の要請によりデ・レイケら調査（工事には直結せず） 
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     （第２号堰堤 明治４４年）       （２号堰堤の現状） 

    この内務省直轄による工事は、上記のような石積みの堰堤を５基造り、それらは

現存していて現在も機能しています。これらの工事は、地元の洪水を防ぐためとい

うより、信濃川が運ぶ土砂が新潟港に堆積し、日本海側の重要湾港である新潟の発

展に差し障ることを解消するためであったと地元では伝えられています。この工事

に関する文献等は地元に残っていないといわれてきましたが、最近地元の旧家から

この工事の記録が提供されました。 

明治前期の政府直轄工事は明治３年信濃川大河津分水工事から７年淀川、８年 

利根川、９年信濃川、１１年木曽川、１５年北上川、１６年庄川・富士川・最上川、

１７年阿武隈川・阿賀野川・吉野川・天竜川、１８年筑後川・大井川と行われてき

ました（松浦茂樹・藤井三樹夫「明治初期の河川改修」『土木史研究第』１３号 １

９９３）。このうち信濃川の事例では、その工事が上流部の氾濫被害の防止に着目し

た内容になっているとの評価もあることに注目しておく必要があると思います（栗

島明康「砂防法制定の経緯及び意義について─明治中期における国土保全法制の形

成─」『砂防学会誌』Ｖol６６ Ｎo５ ２０１４）。 

内務省における工事が一段落

したあと、長野県は国庫補助を

うけて工事を継続し、日露戦争

の間中断はありましたが、大正

７年に完了しました。この間の

工事は、 

「土砂流失防止工事」 

   石堤堤・根止石積 

「河床及び河岸安定工事」 

利水工・護岸工 

・水路張石工 

「山地崩壊防止工事」 

  谷止工・水抜工・積苗工    （『牛伏川砂防工事沿革史』 昭和８年版附図） 

    であったといいます。内務省時代の５基の石堤に加えて、１００基を超える石堤が
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造られ、水路になる集水路を石で組み上げ、急斜面を階段状に削って芝を張り、ア

カマツやニセアカシアやハンノキの苗木をうえるという作業が続けられ、９９２０

００㎡の範囲に８３５０ｍの石積み水路を造り、９０万本の苗木を植えたといいま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                （『牛伏川砂防工事沿革史』 昭和８年版より） 

 この工事の最終段階が「フランス式階段工」です。

内務省時代の１号堰堤が不安定になり、これを安定さ

せるためにとられた方法が、内務省が欧州に派遣した

池田圓男技師が持ち帰った、フランスのデユランス川

の最上流サニエル渓流に施されていた階段工の工事

様式でした。１４４．７４ｍの間に１９段の根止石積

を設け、水勢を弱めるとともに水流をスムーズに流す

ことができるようになっています。この工事は大正７

年に完成しました。 

     国指定の重要文化財になったのは、「フランス式階

段工」です。この工事にあたって富山の石工や労働者

の皆さんの力が大きかったといいます。 

      

                 池田圓男           上：池田の設計図 

                                下：デモンゼーの 

                                  本に載ってい 

                                  るサニエル渓 

                                  谷の階段工 

 

 

 

        （右の図は、西本晴男・倉持紀子・森俊勇「デモンゼー著の『渓流および

山腹工事』について」 『砂防学会誌』ＶＯＬ６９ ＮＯ６による） 
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     しかし、これで牛伏川の工事が終わったわけではありま

せん。地域の人々は絶間なく砂防堰堤や護岸の工事を続け

てきました。戦後の昭和２４年から２９年まで第一期改修

工事、昭和４９年から６０年まで第２期改修工事をおこな

っています。その間昭和４５年には牛伏寺ダムを完成させ、

５２年にはダムを保護する目的で「ダム上流堰堤」を造っ

ています。さらに昭和６１年からは「砂防学習ゾーンモデ

ル事業」の指定をうけ、学習しながら水に親しむ場所とし

て整備が進んだり、６２年からは「牛伏川いこいの広場」

整備事業が行われキャンプ場としても整えられたりしています。 

     平成８年からは沢筋一帯で、林相転換事業が始められました。明治・大正期に

やせ土に強く成長が早いとして植えられたニセアカシアが優勢となり、成長が遅

い木々を覆ってしまったこと、老木になってきていて倒れるときに横に浅くはっ

た根が表土を剥がしてしまうといった問題が生じてきていたので、これを伐採し、

コナラ・シナノキ・サワグルミ等を植え、併せて鹿の食害を防ぐ防護柵を設置す

るなどの事業が行われています。 

 

  （２）文化財指定された牛伏川本流水路（牛伏川階段工） 

     平成１４年（２００２）に「牛伏川階段工」の名

称で国の登録有形文化財に指定され、その１０年後

の２４年（２０１２）には「牛伏川本流水路（牛伏

川階段工）」の名称で重要文化財に登録されました。 

これは平成２１（２００９）に、富山県富山市、

立山町にある「白岩堰堤砂防施設」（平成２９年（２

０１７）追加指定があって名称が「常願寺川砂防施

設」に変更）が砂防施設として国の重要文化財に初

めて登録されたものに次ぐものでした。富山の施設

が重文として評価されたのは「今なお富山平野を土

砂災害から守り続ける国土保全施設として歴史的に

価値が高い。また、大型機械を駆使した大規模建造物群からなる複合的砂防施設

であり、近代砂防施設の一つの技術的到達点を示すものとして重要である」とい

う評価からでした（国指定文化財等データベース）。 

 

３ 文化財としての価値の存在 

 （１）水の土木遺産 

     『水の土木遺産』（若林高子・北原なつ子 鹿島出版社 ２０１７）は、全国にあ

る水に関係した土木遺産を取材し連載したものを再構成したものですが、そこでは

次のような６つの章を設けて、取り上げた８８の遺産を分類しています。 

     １国土を拓いた先人の知恵と努力 
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       国指定史跡：狭山池、玉川上水、見沼通船堀、朝倉の水車 

     ２近代化への道程・水利開拓への情熱 

       国指定史跡：琵琶湖疎水、国登録有形：豊稔池、白水溜池堰堤 

     ３河川改修等に導入された新しい技術 

       国重文：横利根閘門、船頭平閘門、毛馬洗堰と第一閘門、 

     ４川を治めるにはまず山を 近代砂防の始まり 

       国重文：牛伏川本流水路、国登録有形：羽根谷砂防堰堤、大谷川堰堤 

     ５明るい暮らしと電力への期待 水力発電 

       国重文：丸沼ダム、旧八百津発電所、読書発電所、 

     ６きれいでおいしい水を 近代上水道への期待 

       国重文：布引水源地水道施設、南河内橋、藤倉水源地堰堤、旧三河島汚水

処分場喞筒場施設、国登録有形：水戸市水道低区配水塔、敷島上水場、千

葉高架水槽、佐古配水場ポンプ場 

 

    章のタイトルとした観点は、わかりやすく納得ができるものであるように私には

思えます。このような大きな観点の上にたってそれぞれの独自性が加味されて、今

後も文化財指定がなされていくのではないかと思います。 

もちろん、牛伏川の工事は４に分類されています。 

     

    文化財としての評価の基準に関しての研究成果によれば（長田正志ほか「歴史的

土木工事構造物の評価に関する研究 ─稼働遺産の文化財価値評価に関する調査」 

２０１４）、土木学会では、技術・意匠・系譜の３項目を評価するとして、その詳細

を技術評価基準として、a 年代の早さ b 規模の大きさ c技術力の高さ d珍しさ 

e典型性の５項目、意匠評価基準として、a様式との関わり bデザイン上特筆すべ

き事項 c 周辺景観上との調和 d 設計当初のデザインに対する意識の高さの４項

目、系譜評価基準として a 地域性（気象、地形・地質、材料の供給、輸送状況、地

場産業、起業意識、外交・行政、人脈・技術者） b 土木事業の一環としての位置

づけ c故事来歴 d地元での愛着度 e保存状況としているといいます。 

    国の重要文化財の指定基準は、１意匠的に優秀なもの ２技術的に優秀なもの 

３歴史的価値が高いもの ４学術的価値が高いもの ５流派的又は地方的特色にお

いて顕著なものとなっています。 

登録有形文化財の基準は、１国土の歴史的景観に寄与しているもの ２造形の規範

となっているもの ３再現することが容易でないものとなっています。 

    これらの基準によって文化財として評価されていきます。 

 

 （２）牛伏川本流水路の評価 

山浦直人・小西純一・竹村正・井上公夫「明治、大正期の長野県牛伏川砂防施設

の歴史と評価」（２０１２年土木学会土木史研究発表）では、「幾つかの工法を組み

合わせた技術で、急流砂防河川に対応する技術性に加え、階段を流れる水流が周辺
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環境と調和する景観性もそなえる土木技術の傑作である」「階段工は、単にフランス

の事例を模倣したのではなく、内務技師池田圓男の技術者としての熱意ある追究と、

詳細な設計を実現できた現場における高い施工技術との結合が産んだ優れた成果」

であると評価されています。 

    国の重文指定の理由は、２の技術的に優秀  『牛伏川砂防工事沿革史』より 

なものという項目と３の歴史的価値が高いもの 

という項目に該当するという評価によって指定されています 

 

 （３）じつは、牛伏川流域の人々は ─これこそ文化財─ 

    「牛伏川本流水路」が国指定重要文化財

に指定されたことは非常に貴重なことです。

私はもうひとつ見落としてはいけない大事

なことがあると思います。 

牛伏川の沿岸の人々は、この川の洪水と

の闘いを繰り返してきました。地区の人々

はその記録を現在に至るまで残してきてい

ます。 

    昭和８年に『牛伏川砂防工事沿革史』その１ 

    昭和６１年に『牛伏川砂防工事沿革史』その２ 

    平成５年に『牛伏川砂防工事沿革史』その３ 

    平成１１年に『牛伏川砂防工事沿革史』その４（牛伏

川砂防工事沿革史その四編集委員会 発行：長野

県・松本市・牛伏川砂防堰堤期成同盟会） 

と、砂防工事の記録を刊行しています。また 

    平成２５年に『内田地区誌』（編集：内田地区誌編集委

員会 発行：内田地区町会連合会） 

    平成２６年に『牛伏川河川改修工事沿革史』（編集：牛

伏川河川改修工事沿革史編纂委員会 発行：牛伏川をきれいにする会） 

    地元の人々が集まり編集委員になって、地元民の手で該当年度の砂防や河川改修

の様子の記録を積み重ねてきています。さらに、地元の古文書を紐とき、新しく分

かったことを付け加え修正しといったことを、不断におこなっています。また、そ

れぞれの工事が終わると、地区内に記念碑を建てたりして、顕彰すると同時に後世

に伝えることをしています。 

地元の人々は、昭和４８年に「牛伏川改修促進期成同盟会」を組織して改修工事促

進についての陳情を行なったり、各種視察への対応をしたりしてきています。平成

１８年には期成同盟会を発展的に解消し、関係町会関係者が集まって「牛伏川をき

れいにする会」を組織して現在に続いています。 

さらに、現在「牛伏鉢伏友の会」が高齢化に悩みながらも、維持・管理・周知・活

用に積極的な活動を続けてきています（加藤輝和「フランス式階段工の顕彰と牛伏川
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いこいの広場の保全・活用」『松本市史研究』

第２８号 平成３０年）。 

 

ここには、この地域の人々の、牛伏川の過去

の洪水を、そしてそれを防ぐために様々なこと

をしてきた先人の営みと業績を、後世に伝えて

いこうという強い意思があります。私はこの地

域の人々の歩みがあってこその重文指定であ

り、これら人々の活動が重文「牛伏川本流水路」

の価値をより高めていると思います。 

 

おわりに 

 重要文化財に指定された「牛伏川本流水路（フランス式階段工）」は、ヨーロッパの工法

を取り入れた珍しい工法であり、今も現役として牛伏川の砂防に役立っているだけでなく、

周囲の景観にもマッチした土木遺産として、その評価を高めています。しかも単に外国の

工法を模倣したというのではなく、それを取り入れ現地に適応するように工夫し、従来の

石積の工法と技能を生かしてきた、先人たちの知恵と工夫と汗の結晶です。さらに、工事

が完成を見たあとも、今日まで地域の住人が流域の河川改修に絶え間なく取り組み、先人

の業績とともにきちんと記録し続けてきていることも貴重なことです。 

文化財としての建築物とそれを取り巻いている人々の活動がしっかり絡み合っているの

が、この「牛伏川本流水路」の大きな特徴です。 

砂防施設の重文指定の持つ意味は、珍しいから美しいから守っていこうということだけ

でなく、人々がこれからもどうしていけばよいかを常に問い返す場として存在するという

点にこそあると私は考えます。 

 

 

 

 


